



















（三）形式行為   
（四）書式制 
（五）養子縁組   
（六）後見 
（七）婚姻立法   
（八）嫁資 
（九）特有財産   
（一〇）奴隷解放 
（一一）相隣関係   
（一二）役権 
（一三）時効と「三夜の権」   
（一四）自然債務 
（一五）無償行為   
（一六）危険への対応 
（一七）保証   
（一八）利息 
（一九）按察官の功績   
（二〇）加害者委付 
（二一）窃盗   
（二二）人格権侵害 
（二三）不法侵害   
（二四）債権者侵害 
（二五)  二倍額責任   
（二六）無過失責任 




（二九）信託   
（三〇）債権譲渡 
（三一）訴権   
（三二）法律訴訟 
（三三）方式書   
（三四）身体執行 
（三五）特示命令と占有   
（三六）悪意の訴権 
（三七）悪意の抗弁   
（三八）特別審理手続 
（三九）養子皇帝制   
（四〇）身分闘争 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本当にありがとうございました。    平成三〇年四月吉日 八一歳の年に 
「ローマ法の語り部・現代法の語り部」 
柴田光蔵（ＴＥＬ.０７５－７１１－１６３７） 
